
若き日の勇姿が、当時の表紙を飾った

3兄弟で「広報あらお」の表紙の題字に採用!

市長を囲む座談会に新成人代表で
参加しました
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晶大さん
当時
小学6年生 「広報あらお」は、1月号で1600号を迎えます。節目にあたり、市民のみなさんから、「広報あらお」にまつわ

るエピソードを募集しました。日々の暮らしに寄り添ってきた広報紙の、ささやかな物語をご紹介します。

▲平成18年3月1日号
　（第1301号）

▲平成27年11月号
　（第1478号）

▲平成16年9月15日号
　（第1269号）

◀平成2年2月15日号
　（第942号）

広報に載ることで、その月の“ヒーロー”のような存在となり、当時
は周囲の子どもたちからも羨ましがられていたそうです。多くの
人から声をかけられたことで交流の輪が広がり、本人たちはもち
ろん、家族にとっても大きな喜びとなりました。祖父は表紙をラミ
ネート加工して壁に飾り、今でも藤木家の宝物になっているそう
です。現在、智大さん・貴大さんは社会人となり、晶大さんは大学
生活を送っています。

成人式が荒れることが社会問題に
もなり始めたころ、舞台上の進行や
受付、駐車場整理などの運営を新成
人がスタッフになることで、式が円
滑に流れるのではないかと、市の提
案で校区代表で活動された

いはら

伊原
ひろし

弘志さん。この紙面は、「活力ある町
づくり」をテーマに、青年・婦人・行
政の代表者が意見交換を行ったと
きのものです。成人式後、市役所か
らの連絡を受け、青年代表として当
時の市長を囲む座談会に参加して
いただきました。社会人経験のない
学生だったため、発言も少なく、周り
の人たちに圧倒されたことが印象に
残っているそうです。

中学時代、荒尾市で初めて全国中学陸上競技大会に出場し
たことから、表紙に走高跳の写真が掲載された

まつお

松尾
くにひろ

州裕さ
ん。これには、親戚や地域の人たちが大いに喜んだといいま
す。運動神経が抜群でありながら、週5日塾に通い、16歳の頃
には医師を志すなど、多方面に努力を重ねて来られました。
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\ 現在の伊原さん /
現在、教員生活31年目で、玉名女子
高校で副校長を務めている伊原さ
ん。打楽器を始めて40年。趣味で吹
奏楽を続け、今は大牟田奏友会で活
動し、指揮も担当しているそうです。

現在、松尾さんは産婦人科の院
長として診療にあたりながら、荒
尾市体育協会と陸上競技協会の
会長を務め、学生時代にお世話
になった先輩への恩返しの気持
ちで荒尾のスポーツ振興に尽力
されています。

平成2年3月1日号　
（第943号）▶

\ 現在の松尾さん /

\ 「広報あらお」にまつわるエピソードを教えてください! /

広報あらお
号記念

広報あらお
号記念1600

～ 記念号で振り返る、あの瞬間 ～

1600号記念のエピソード募集を見て「応募しよう!」と即決
した松尾さん。半世紀近くの時を経て、当時の広報を見返
し、荒尾で育ち、今も荒尾の地でがんばる自分を振り返った
ことで、改めて感慨深い気持ちになったそうです。

松尾さんに会いに行き
掲載された紙面をプレゼントしました!

1600号記念特
別企画
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